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「フィクション」が、 18 世紀初頭で、は政治的パンフレットの中で論敵を批判する「担造J という意味合いで使用され
ていた状況から、虚構という物語を意味する特別な言葉に、概念が発展していった過程とそのありょうを明らかにす
ることによって、今日イギリス 18 世紀文学研究において脚光を浴びているテーマ「小説起源論j 研究に参加しよう
としたものである。論文全体は、序章と本論全 13 章から構成されており、 A版で総頁 352 頁(注、引用文献を含む)、





































リッ夕、レトリック、詐術という三つのアスペクトから具体的に考察することを通して、「担造 (forgery) J をし、かに
「フィクション化 (fictionalizing) J したか、し、かに「フィクション化J を果たしているのか、その過程とありょう
をスリリングに論じた力作である。 fフィクション」という概念が、負の価値を持った「担造」から虚構という物語
りを指す正の価値を獲得していく展開が、 18 世紀初頭の文化・社会・政治的コンテクストとの絡みにおいて力強く論
じられている。論者が、このイギリス小説起源論を展開するに当たり、「小説J という言葉を避け、「フィクション」
を採ったのは、伝統的なジャンル論にもとづ、いた小説誕生論がともすればスタティックなフォーマリズムに陥る危険
を避けたかったからであり、この意欲的な試みは高く評価されるべきである。本論文のこうした力のこもった面につ
いては、従来あまり注目されることのなかったデフォーの『生粋のイギリス人J を取り上げ、そこに見られる「担造J
と f虚構j が複合的に重ね合わさった巧妙なレトリックの意味を粘り強く考察したり、また『クルーソー』を論じる
に当たって、このクルーソ一物語りの第三部として出版された『クルーソーの真撃な反省』に付された批判反撃のた
めの序文の意味を鋭く分析したり、また現代作家クッツェーの『フォー』に触れることにより論に現代的コンテクス
トの導入を図ろうとした、それらの新鮮な論考を読めば容易に確認できる。
本論文の特徴のひとつに、イギリス 18 世紀小説論としての魅力がある。フィクションの成立がその過程とありょ
うの両面から触れられることにより、デフォーとスモレットの小説群が、担造とフィクションの未分化を残した粗野
なありょうから、両者の対立・措抗、フィクション化の達成まで、そのさまざまな段階における状況が広く考察され
ることとなり、 18 世紀小説特有の肌理が改めて解き明かされる結果となっている。さらにいえば、フィクション化の
段階に多層性が窺われるデフォー小説を扱った論考に論者の力量がより一層発揮されている。
ただし、本論文において問題がないわけではない。序章において提示した原論的な枠組みがその後の各論において
必ずしも具体的に論じられていない部分が見られ、また、 トリック、詐術などの重要な概念に関わる言葉・用語の使
用において時にその輪郭が不鮮明になることがある。また、作品からの引用に和文と英文の併用が見られるなど、論
文としての形式的不統一が残っているのも惜しまれる。
しかし、これらの点は本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、本論文を博士(文学)の学位にふさ
わしいものと認定する。
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